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女川原子力発電所２号機における 
炉心シュラウドのひびの進展に関する評価の結果 

 
 

シュラウドサポートリング溶接線内側 
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必要残存面積 
1.6×10５ mm2 

平均き裂深さ 
予測値 

11.4mm 

5年後*の残存面積 

2.7×10５ mm2 

＊：プラント稼働率 80%を仮定 第 7回定検 
平均き裂深さ

7.5mm 

第 6回定検 
平均き裂深さ 

5.9mm 

5年後*の 
平均き裂深さ

29.7mm 
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